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北
海
道
町
内
会
連
合
会
は
、
道
内
の

町
内
会
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
昭
和
54
年
に
結
成

さ
れ
、本
年
度
で
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
た
全
道
町
内
会
活
動

研
究
大
会
が
、
去
る
５
月
29
日
、
札
幌

市
か
で
る
２
・
７
に
お
い
て
、
道
内
各

地
よ
り
３
３
０
名
の
参
加
を
得
て
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
大
会
は
、
記
念
表
彰
、
大

会
宣
言
、
記
念
講
演
の
内
容
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
記
念
講
演
は
、
首
都
大
学
東

京
人
文
科
学
研
究
科
教
授
の
玉
野
和
志

氏
を
講
師
に
招
き
、「
町
内
会
に
よ
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
表
彰
で
は
、
創
立
40
周
年
記
念

北
海
道
町
内
会
連
合
会
功
労
者
特
別
表

彰
５
８
８
名
、
北
海
道
町
内
会
連
合
会

表
彰
25
組
織
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
全
道
町
内
会
活
動
研
究
大
会

共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
～
地
域
共
生
社
会
の
実
現
へ
～

共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
～
地
域
共
生
社
会
の
実
現
へ
～

共
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
～
地
域
共
生
社
会
の
実
現
へ
～

町
内
会
に
よ
る

住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

北
海
道
町
内
会
連
合
会

創
立
40
周
年
記
念
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記
念
表
彰

　

表
彰
式
で
は
、
町
内
会
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
創
立

40
周
年
を
記
念
し
て
、
左
記

の
と
お
り
、
北
海
道
知
事
、

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

長
、
北
海
道
共
同
募
金
会
長

か
ら
の
感
謝
状
、
北
海
道
町

内
会
連
合
会
長
か
ら
の
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
例
年
実
施
の
組
織
に

対
す
る
表
彰
・
感
謝
状
が
あ

わ
せ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

創
立
40
周
年
記
念
北
海
道
町
内
会
連
合
会
功
労
者
特
別
表
彰

●
北
海
道
知
事
感
謝

　

・
市
区
町
村
連
合
町
内
会
組
織
会
長
感
謝 �

 

５
名

　

・
北
海
道
町
内
会
連
合
会
役
員
感
謝 �

 

８
名

●
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
長
感
謝 �
 

12
名

●
北
海
道
共
同
募
金
会
長
感
謝 �
 

１
６
１
名

●
北
海
道
町
内
会
連
合
会
功
労
者
特
別
表
彰

　

・
単
位
町
内
会
・
自
治
会
組
織
会
長
特
別
表
彰 �

 

３
１
０
名

　

・
地
区
連
合
町
内
会
組
織
会
長
特
別
表
彰 �

 

８
名

　

・
市
区
町
村
連
合
町
内
会
役
員
特
別
表
彰 �

 

73
名

●
北
海
道
町
内
会
連
合
会
功
労
者
特
別
感
謝 �

 

11
名

平
成
30
年
度
北
海
道
町
内
会
連
合
会
表
彰

●
優
良
組
織
表
彰

　

・
優
良
連
合
組
織
表
彰 �

 

13
組
織

　

・
優
良
単
位
・
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
表
彰 �

 

11
組
織

●
感
謝

　

・
共
済
事
業
促
進
感
謝 �

 

１
組
織

　

町
内
会
が
「
地
域
共
生
社
会
」
の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
、
住
民
同
士
が
助
け

合
い
、支
え
合
う
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
を
誓
う
大
会
宣
言
が
、

菅
原
守
也
副
会
長
に
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

 

大
会
宣
言

大
会
宣
言
文

　
か
つ
て
、
日
本
の
社
会
は
、
地
域
の
相
互
扶
助
や
家
族

同
士
の
助
け
合
い
な
ど
、
地
域
・
家
族
・
職
場
と
い
っ
た

人
々
の
生
活
の
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、
支
え
合
い
の
仕

組
み
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
、
社
会

構
造
は
大
き
く
変
化
し
、
生
活
領
域
に
お
け
る
こ
う
し
た

支
え
合
い
の
仕
組
み
が
弱
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

多
く
の
地
域
社
会
で
社
会
経
済
の
担
い
手
減
少
を
招
き
、

暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
、
日
本
社
会
の
構
造
変
化
は
、
地
域
社
会
そ

の
も
の
の
存
続
と
い
う
危
機
感
に
も
繋
が
る
重
要
な
事
で

あ
り
、
そ
の
地
域
に
暮
ら
す
全
て
の
住
民
が
我
が
事
の
こ

と
と
し
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
、
国
で
は
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
を
共
に
創

っ
て
い
く「
地
域
共
生
社
会
」の
構
築
を
目
指
し
て
お
り
、

ま
さ
し
く
、地
域
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し
、

解
決
を
試
み
る
支
え
合
う
体
制
の
一
つ
と
し
て
、
改
め
て

町
内
会
活
動
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
町
内
会
活
動
実
践
者
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
社

会
の
あ
り
方
で
あ
る
「
地
域
共
生
社
会
」
の
重
要
な
担
い

手
と
し
て
、
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
関
係
機

関・団
体
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、住
民
同
士
が
助
け
合
い
、

支
え
合
う
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
、
本
日
こ
こ
に
、
北
海
道
町
内
会
連
合

会
創
立
四
十
周
年
記
念
全
道
町
内
会
活
動
研
究
大
会
を
期

し
て
、
当
面
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
決
議
し
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

住
み
よ
い
北
海
道
づ
く
り
に
向
け
、
一
層
努
力
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
。

一
、�

ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
全
道
運
動
を
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
全
道

運
動
」
と
連
携
し
て
事
業
を
す
す
め
、
北
海
道
社
会

福
祉
協
議
会
、
北
海
道
共
同
募
金
会
と
協
働
で
、
各

市
区
町
村
と
の
連
携
に
よ
り
、
町
内
会
・
自
治
会
に

お
け
る
見
守
り
、
助
け
合
い
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

一
、�

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
様
々
な
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

住
民
に
よ
る
自
主
防
災
活
動
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
行
政
や
地
域
で
の
諸
団
体
と
連
携
し
た
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

一
、�

安
心
・
安
全
な
町
内
会
活
動
の
推
進
の
た
め
、
会
員

相
互
扶
助
の
目
的
で
あ
る
「
道
町
連
共
済
」
の
加
入

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
全
道
運
動
」
と
連
携
し
て
、
安
心
・
安
全
の
た
め

の
事
業
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
道
町
連
の
組
織
拡
大

に
努
め
ま
す
。

�

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日

�

北
海
道
町
内
会
連
合
会
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▼
町
内
会
を
め
ぐ
る
動
向

　

戦
後
、
行
政
が
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
か

っ
た
時
期
、
住
民
が
自
分
達
で
お
金
と
労
力
を
出
し
合

っ
て
防
犯
灯
を
設
置
す
る
な
ど
、
町
内
会
は
自
発
的
に

身
銭
を
切
っ
て
地
域
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
が
薄
い
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
徐
々
に
町
内
会
の
力

が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
に
90
年
代
以
降
は
、
多
く
の

町
内
会
が
、
加
入
率
の
低
下
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
財
政
力
の
弱
い
行
政
が
果
た
せ
な
い

公
的
サ
ー
ビ
ス
や
、
相
次
ぐ
災
害
に
備
え
る
自
主
防
災

の
担
い
手
と
し
て
、
町
内
会
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

▼
町
内
会
の
性
質

　

町
内
会
活
動
に
対
す
る
住
民
の
無
関
心
と
担
い
手
不

足
は
構
造
的
な
問
題
で
す
。
町
内
会
は
全
戸
加
入
を
原

則
と
し
て
お
り
、
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
必
要
な
活
動

を
す
る
組
織
で
す
。
こ
の
よ
う
な
公
的
な
活
動
は
、
誰

か
が
維
持
し
て
く
れ
た
ら
他
の
人
は
や
り
た
が
ら
な
い

と
い
う
性
質
が
あ
る
た
め
、
環
境
美
化
や
防
犯
な
ど
の

町
内
会
活
動
に
よ
る
利
益
を
受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
自
分
は
負
担
を
し
な
い
、
つ
ま
り
、
タ
ダ
乗
り
を

す
る
住
民
（
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
）
が
出
て
き
ま
す
。
こ

れ
を
防
ぐ
た
め
、
町
内
会
活
動
が
住
民
に
と
っ
て
道
徳

的
な
義
務
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
り
、
町
内
会
へ
の

参
加
を
法
制
化
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
活
動
へ
の
参
加
を
義
務
化
す
る
と
住
民
の

反
発
が
生
じ
や
す
い
ほ
か
、
活
動
者
に
報
酬
を
支
払
う

必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
な
る
と
、
隣
近

所
へ
の
見
守
り
な
ど
の
日
常
的
な
活
動
や
、
災
害
・
緊

急
時
の
支
援
な
ど
の
柔
軟
な
活
動
が
難
し
く
な
り
、
住

民
の
自
発
的
な
協
力
に
よ
っ
て
活
動
す
る
民
間
団
体
と

し
て
の
町
内
会
の
強
み
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
町
内

会
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
が
負
担
で
き
る
範
囲
で

楽
し
み
な
が
ら
参
加
し
て
も
ら
う
の
が
健
全
な
形
と
い

え
ま
す
。

▼
町
内
会
の
い
く
つ
か
の
可
能
性

　

最
近
、
私
は
、
町
内
会
の
「
親
睦
」
の
機
能
を
再
評

価
す
べ
き
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
が
住
む
地
域
の
町

内
会
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
情
報
交
換
を
す
る

簡
易
な
食
事
会
を
班
単
位
で
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
大
掛
か
り
な
行
事
を
実
施
し
て
も
続
け
る
こ
と
が

負
担
に
な
り
ま
す
が
、
親
睦
の
た
め
の
簡
易
な
食
事
会

な
ど
で
あ
れ
ば
、
負
担
が
少
な
く
続
け
て
い
け
ま
す

し
、
見
守
り
や
災
害
時
の
支
え
合
い
に
役
立
つ
近
所
の

情
報
が
日
常
的
に
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動

を
細
々
と
続
け
て
、
住
民
が
負
担
を
感
じ
る
こ
と
な
く

町
内
会
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
役
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

行
政
へ
の
協
力
業
務
の
見
直
し
、
市
民
活
動
団
体
へ
の

部
分
的
な
委
託
や
協
力
の
ほ
か
、
日
常
業
務
を
こ
な
す

執
行
部
と
は
別
に
企
画
部
門
を
設
け
る
な
ど
、
様
々
な

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
内
会
に
は
、

少
な
い
な
が
ら
も

安
定
し
た
資
金

と
、
こ
れ
ま
で
築

い
た
行
政
や
各
関

係
機
関
と
の
太
い

パ
イ
プ
が
あ
り
、

こ
の
強
み
を
十
分

に
活
か
せ
ば
、
今

後
も
地
域
で
町
内

会
が
力
を
発
揮
し

て
い
け
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
文
責
事
務
局
）

「
町
内
会
に
よ
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

講
師
：
玉
野 

和
志 
氏

（
首
都
大
学
東
京

人
文
科
学
研
究
科
教
授
）

 
記
念
講
演
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平
成
30
年
度 

総
会
の
報
告

　

平
成
30
年
度
総
会
が
、
去
る
５
月
30
日
、
札
幌
市
に

お
い
て
出
席
者
１
３
８
名
（
う
ち
書
面
表
決
56
名
）
の

出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
、
報
告
事
項
で
は
平
成
29
年
度

事
業
報
告
、
会
計
収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
議
決

事
項
で
は
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
、
会
計
収
支
予
算

案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
役
員
と

監
事
の
改
選
が
行
わ
れ
、
22
名
の
新
理
事
と
３
名
の
新

監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
終
結
後
、
新

理
事
に
よ
る
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
、
副
会

長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
主
体
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

安
心・安
全
な
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す

　

本
年
度
は
、
本
会
創

立
40
周
年
を
契
機
に
、

更
な
る
町
内
会
・
自
治

会
活
動
の
発
展
と
充
実

を
め
ざ
し
、
昨
年
に
続

き
、
住
民
主
体
の
地
域

づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
次
の
事
業
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ひ
と
り
の
不
幸
も
み

の
が
さ
な
い
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動

は
、平
成
27
年
度
か
ら
、

北
海
道
の
町
内
会
と
し
て
先
進
的
な
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
助
成
金
増
額
の
ほ
か
新
た
な
指
定

条
件
を
加
え
た
新
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動
で
は
、
町
内
会

が
実
施
す
る
防
災
研
修
会
へ
の
助
成
を
す
す
め
、
住
民

に
よ
る
自
主
防
災
活
動
の
推
進
と
と
も
に
、
行
政
や
地

域
の
諸
団
体
と
連
携
し
た
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す
。

　

ま
た
、道
町
連
共
済
の
加
入
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

道
町
連
の
組
織
拡
大
に
つ
と
め
ま
す
。

新
し
い
役
員
の
ご
紹
介

●
札
幌
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

　

副
会
長　

笹
渕　

吉
弘 

氏（
手
稲
区
）

　

理
　
事　

永
渕　
　

宏 

氏（
東
区
）

　

理
　
事　

山
中　

忠
典 

氏（
白
石
区
）

　

理
　
事　

池
田　
　

博 

氏（
豊
平
区
）

●
道
央
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

　

副
会
長　

中
村　

陸
男 

氏（
新
冠
町
）

　

理
　
事　

中
島　

隆
義 

氏（
芦
別
市
）

　

理
　
事　

沼
田　

常
好 

氏（
千
歳
市
）

　

理
　
事　

佐
藤　
　

裕 
氏（
倶
知
安
町
）

●
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

　

副
会
長　

福
井　

政
吉 

氏（
洞
爺
湖
町
）

　

理
　
事　

新
谷　
　

則 

氏（
函
館
市
）

　

理
　
事　

沼
田　

俊
治 

氏（
室
蘭
市
）

　

理
　
事　

室
井　

常
雄 

氏（
江
差
町
）

●
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

　

副
会
長　

中
村　

雅
光 

氏（
名
寄
市
）

　

理
　
事　

瀧　
　

勝
彦 

氏（
稚
内
市
）

　

理
　
事　

原
田　
　

武 

氏（
富
良
野
市
）

　

理
　
事　

小
林　
　

保 

氏（
天
塩
町
）

●
道
東
ブ
ロ
ッ
ク
理
事

　

会
　
長　

長
谷
川
敬
二 

氏（
根
室
市
）

　

副
会
長　

三
原　
　

忠 

氏（
北
見
市
）

　

理
　
事　

西
村　
　

毅 

氏（
釧
路
市
）

　

理
　
事　

高
宮　
　

裕 

氏（
帯
広
市
）

●
学
識
経
験
分
野
理
事

　

理
　
事　

原
口　

勝
哉 

氏（
白
石
区
）

　

理
　
事　

小
原　

規
史 

氏（
道
社
協
）

●
監
事

　

監
　
事　

平
川
登
美
雄 

氏（
手
稲
区
）

　

監
　
事　

下
原　

干
城 

氏（
恵
庭
市
）

　

監
　
事　

佐
藤　
　

靖 

氏（
税
理
士
）

法
人
の
運
営
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

～
正
会
員
組
織
１
６
５
組
織･

準
会
員
85
組
織
～

【
準
会
員
】（
１
組
織
）

　

・
厚
別
区
も
み
じ
自
治
会
（
平
成
30
年
６
月
４
日
付
）

新
し
い
会
員
の
ご
紹
介
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道町連の動き



▲支援のためのマップづくり

 

見
守
り・声
か
け・助
け
合
い
に

取
り
組
む
町
内
会
に
助
成

　

地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど
を
対
象
に
し

た
、
左
記
の
よ
う
な
活
動
を
年
間
通
し
て
実
施
す
る
町
内
会

に
活
動
費
を
助
成
し
て
応
援
し
ま
す
。
助
成
を
希
望
さ
れ
る

町
内
会
は
、
実
施
要
綱
の
内
容
を
確
認
の
う
え
、
所
属
す
る

連
合
会
を
通
じ
て
８
月
３
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
町
内
会
連
合
会
で
は
、
町
内
会
・
自
治
会
に
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
へ
の
見
守
り
・
声
か
け
・
助
け
合

い
活
動
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
運
動
目
標
に
「
ひ
と

り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運

動
」
を
平
成
２
年
度
か
ら
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
、
北
海

道
共
同
募
金
会
の
三
者
提
唱
に
よ
り
す
す
め
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動

　

本
運
動
の
概
要
や
具
体
的

な
活
動
事
例
、
活
動
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
た
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
掲

▼
▼

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
ひ
と
り
の
不
幸
も
み
の
が
さ
な
い

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動
の
す
す
め
」

（A4判・16ページ）

見
守
り
新
鮮
情
報 

311
号

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
を
狙
う
詐
欺
や
悪

質
商
法
の
最
新
の
手
口
と
対
策
を
月
に
２
回
ほ

ど
、左
記
の
よ
う
に
知
ら
せ
て
く
れ
る「
見
守
り
新

鮮
情
報
」が
あ
り
ま
す
。
家
族
や
地
域
の
高
齢
者

の
た
め
に
、申
し
込
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の
レ
ン
タ
ル
と
水
の
定
期
宅
配

を
契
約
。
し
か
し
、
自
宅
へ
の
設
置
や
水
の
交
換
が
自
分

で
で
き
な
か
っ
た
た
め
解
約
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
高
額

な
解
約
料
を
請
求
さ
れ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
管

理
・
取
り
扱
い
が
で
き
る
の
か
、
契
約
期
間
や
解
約
条
件

等
を
契
約
前
に
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
契
約
後

で
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８
）

契約前によ
く考えよう

見守り新鮮情報　申込み 検索

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」

悪
質
商
法
の
手
口
を
チ
ェ
ッ
ク
✓

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
活
動
の
計
画
・
運
動
の
啓
発
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

http://www.d-choren.or.jp/ep01.htm
l

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で

勧
誘
さ
れ
た

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー

　

苫
小
牧
市
山
手
北
光
町
内
会（
７
０
５
世
帯
）で
は
、

外
出
が
難
し
い
高
齢
者
な
ど
が
地
域
で
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
よ
う
、
見
守
り
な
ど
の
支
援
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
内
会
で
は
、
日
常
的
な
支
援
の
た
め
に
、
要
援
護

者
と
支
援
者
で
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
グ
ル

ー
プ
ご
と
の
見
守
り
訪
問
ま
た
は
電
話
で
の
安
否
確
認

を
毎
週
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
毎
月
の
茶
話
会
や
お
昼
の

配
食
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
体
制
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、「
日
常
生
活
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
担
当
者
が
各
世
帯

に
出
向
い
て
聞
き
取
り
を
し
、
９
割
の
世
帯
か
ら
回
答

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
買

い
物
、
除
雪
、
家
事
な
ど
日
常
生
活
へ
の
不
安
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
行
政
や
地
域
の
事
業
者
と
連
携
し

て
対
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。�

　

ま
た
、
福
祉
部
と
防
災
部
が
ま
と
め
た
要
援
護
者
名

簿
を
も
と
に
、
要
援
護
者
と
支
援
者
が
一
目
で
わ
か
る

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
見
守
り
や
災
害
時
の
備
え
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

　

少
人
数
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
き
め
細
か
い

見
守
り
に
よ
り
、
支

援
者
と
要
援
護
者
の

間
に
深
い
信
頼
関
係

が
生
ま
れ
、
町
内
会

全
体
で
の
交
流
会
実

施
に
も
つ
な
が
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

苫
小
牧
市
山
手
北
光
町
内
会　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
へ
の
支
援
体
制
づ
く
り

ご
近
所
の
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
支
え
合
う

平
成
29
年
度
の
事
例
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町内会助け合いのネットワークづくりを応援します



 

　
防
災
活
動
研
修
会
支
援
助
成
事
業

　

本
助
成
事
業
は
、連
合
会
や
単
位
町
内
会
が
主
催
す
る「
防

災
訓
練
」
や
「
自
主
防
災
研
修
会
」
に
対
し
て
、
道
町
連
共

済
の
会
費
収
入
を
財
源
に
２
万
円
を
助
成
し
、各
地
の
安
心
・

安
全
な
町
内
会
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
正
会
員
組
織
に
対
し
て
１
０
０
箇
所
の

助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
助
成
を
希
望
さ
れ
る
町
内
会
は

所
属
す
る
連
合
会
を
通
じ
て
８
月
３
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
町
内
会
連
合
会
で
は
、
全
国
各
地
で
度
重
な
る
台

風
や
地
震
、
豪
雪
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
被
災
を
教
訓
に
、「
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
た
研
修
会
や
訓
練
な
ど

へ
の
助
成
事
業
を
通
じ
て
、
災
害
時
に
住
民
が
助
け
合
え
る

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
全
道
運
動

～
道
町
連
共
済
会
員
還
元
事
業
～

　

本
会
で
は
、平
成
25
年
度
に
「
応
急
・

救
命
手
当
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
・

頒
布
し
、ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
年
度
、
前
回
の
応
急
手
当
の
内
容
に

加
え
、
介
護
予
防
や
生
活
習
慣
病
予
防

な
ど
、
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

内
容
を
盛
り
込
み
発
行
す
る
予
定
で
す
。

　

９
月
に
各
会
員
の
単
位
町
内
会
に
１

部
行
き
渡
る
部
数
を
お
送
り
す
る
と
と

も
に
、
希
望
部
数
の
頒
布
の
ご
案
内
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
も
し
も
の
備
え
と

住
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
ぜ
ひ

本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

応
急
手
当・
健
康
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

サイズなど：�Ａ5判（前回より大きく見やすく
なります）・カラー・全20ページ

頒布予定価格：１部50円（税込・送料別）

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　

本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
災
害
が
起
き
て
も
あ
わ

て
ず
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
の

備
え
を
中
心
に
、
災
害
時
の
対
応
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
保
存
版
は
、
全
国
各
地
で

度
重
な
っ
た
風
水
害
と
暴
風
雪
へ
の
対
策
等
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。
在
庫
の
範
囲
内
で
、
一
部
50

円
で
の
頒
布
を
受
付

け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
本

会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

A5判・全20ページ

【
電
話
】
０
１
１・２
７
１・３
１
７
８

　

津
別
町
共
和
第
３
自
治
会
（
１
１
４
世
帯
）
で
は
、

日
ご
ろ
か
ら
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
防
災

訓
練
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
正
午
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
倒
壊
し

そ
う
な
塀
な
ど
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
な
が
ら
、
避
難

所
と
な
る
地
元
の
高
校
ま
で
徒
歩
で
避
難
。
経
路
の
途

中
数
カ
所
で
は
、
町
内
会
役
員
が
避
難
誘
導
し
、
歩
行

が
困
難
な
方
の
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

避
難
所
に
集
ま
っ
た
住
民
は
、
避
難
に
要
し
た
時
間

を
記
録
し
た
後
、
消
防
に
よ
る
消
火
器
の
取
り
扱
い
訓

練
と
、「
非
常
持
出
品
を
用
意
し
て
お
く
、
避
難
時
は

ガ
ス
栓
を
閉
め
、
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
」
な

ど
の
防
災
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
に
よ
っ
て
、
要
援
護
者
の
名
簿
づ
く
り
と

避
難
支
援
の
ほ
か
、
避
難
所
の
食
糧
備
蓄
、
ト
イ
レ
な

ど
の
衛
生
問
題
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の
避
難
先
な

ど
様
々
な
課
題
が
見
つ
か
り
、
行
政
や
近
隣
自
治
会
と

日
ご
ろ
か
ら
連
携
し
て
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

津
別
町
共
和
第
３
自
治
会　

　
　
　
　
防
災
避
難
訓
練

地
震
や
大
雨
に
地
域
で
備
え
る

平
成
29
年
度
の
事
例

▲避難所までの所要時間を記録

▲消火器の取り扱いを体験

　

７
月
初
旬
に
道
内
で
降
り
続
い
た
大
雨
と
、
西
日
本
で

の
記
録
的
な
大
雨
（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
）
は
、
河
川
の

氾
濫
な
ど
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一

刻
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

豪
雨
災
害
の
お
見
舞
い

●�安心・安全関係者
ネットワーク会議

●�災害時要援護者世帯
調査・マップづくり

●�応急手当研修会、救
急手当研修会

●�災害図上訓練、避難
所運営訓練

●�防災講習会、炊き出
し訓練、防災マップ
づくり

●�自主防災組織研修会
や組織づくりのため
の会議

《研修会のメニュー》

保存版
9月

頒布案内
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災害に備えた地域の助け合い、支え合いを応援



町内会活動中のケガに
備えていますか？

　　　　　　 に加入して
もしもの事故に備えましょう！
■全道で町内会活動中のケガが93件、死亡が3件、後遺障害が2件発生

　※平成29年度道町連共済見舞金支給件数より　 　　　
■27％の単位町内会が活動中のケガにまだ備えていません� ※平成29年度道町連調査より
■道町連共済は、ひとり年200円の会費で最高200万円のお見舞金を支給
■加入者と同居するご家族が代理で活動中のケガもお見舞金の対象に

支給例  傷害見舞金　97,982円
　夏まつりの後片付け中に転倒し、右手を負傷。左橈
骨遠位端骨折、左尺骨茎状突起骨折で６日間の入院、
その後１日間通院をして治りました。
　　（内訳）
　　　・入 院 分：45,906円
　　　・通 院 分：41,270円
　　　・薬 代： 1,310円
　　　・補装具代： 4,496円
　　　・診断書料： 5,000円

傷害見舞金

見舞金の内容

治療のために被害者が
実際に負担した医療費

医師の指示による
薬代・補装具代＋

一般社団法人 北海道町内会連合会事務局 TEL：011-271-3178
FAX：011-271-3956　Email : info@d-choren.or.jp

道町連共済のお問い合せ

※ホームページに詳しい情報を掲載しています 道町連共済 検索

※支給上限は10万円です。 後遺障害見舞金

支給例  後遺障害見舞金　200万円
（200万×100％＝200万円）

　町内清掃で、排水溝内の落ち葉等を集めていたところ
で体制を変えようとして、躓いて転倒。頭部を強打し、
救急車で搬送。神経系統の機能等に著しい障害を残した
ため、100％の後遺障害見舞金200万円が支給されました。

後遺障害の程度により見舞金を支給します。

※�死亡見舞金Ａは、活動中における外因・外傷の事故
による死亡に対して支給します。発生後24時間以内
に死亡の場合に限ります。

　町内会の清掃活動を終え、帰宅途中で乗用
車に衝突され、救急車で病院に搬送されまし

支給例

たが、脳挫傷等により、19日間後に死亡されました。

死亡見舞金Ａ 200万円

見舞金の種類 支給額 条　件

死亡見舞金B 10万円 死亡見舞金Aに該当しない、活動中の死亡に対して支給。
発生後24時間以内に死亡の場合。

傷害見舞金 治療のために被害者が
実際に負担した医療費

支給上限を10万円とする。医師の指示による薬代・補装具代
も含む。

※医師等の診断書
（治ゆ証明書）文書料

一事故5,000円を限度
に実費支給 通院した日が5日以内の事故は診断書が不要のため除く。

※注 医師等とは、医師、歯科医師、柔道整復師をいいます。

死亡見舞金A 200万円 活動中における外因・外傷の事故による死亡に対して支給。
事故発生後180日以内に死亡の場合。

後遺障害見舞金 最高200万円 後遺障害の程度により支給。事故発生後180日以内に生じ
た場合。

※注 死亡見舞金A、後遺障害見舞金は、北海道町内会連合会が団体契約する損害保険会社から支給されます。

　道町連共済の傷害
見舞金は、被害者が
治療のために実際に
負担した医療費（支
給上限10万円）が支
給されます。また傷
害見舞金には、医師
の指示による薬代や
補装具代も含まれま
す。
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平成30年度
ブロック別町内会活動研究大会のご案内
テーマ「安心・安全な地域づくり・絆づくり」

１．とき・ところ
ブロック と　き ところ
道央 11月2日㈮ 札幌市白石区 白石区民センター
道南 10月17日㈬～18日㈭ 江差町 ホテルニューえさし
道東 9月19日㈬～20日㈭ 根室市 根室市総合文化会館
道北 10月4日㈭ 豊富町 豊富町民センター

２．参加費　2,000円
３．内　容
　⑴ 基調説明　�地域福祉推進における町内会・自治会

の役割について説明。
　⑵ 講演　「地域の絆と支え合い」
　　 講師　杉谷 憲昭 氏（NPO法人シーズネット理事）
　⑶ 分科会　�「福祉」「防災」「町内会育成」「環境・衛

生」の中から３つ実施。
　⑷ 分科会協議の概要報告

平成30年度
町内会活動実践者研修会のご案内

テーマ「シリーズ⑲ 町内会の安心・安全マップづくり」
１．と　き　平成30年8月7日㈫ 10：00～15：40
２．ところ　北海道第２水産ビル８階会議室
３．参加費　2,000円
４．内　容
　⑴ 実践報告
　⑵ 講義　「町内会の安心・安全マップづくり

　　　　　　～住民支え合いマップによるご近所福祉のすすめ～」
　　 講師　木原 孝久 氏（住民流福祉総合研究所長）
　⑶ グループワーク、講評

メールマガジン「町内会ニュース」の
登録者募集！

　本会では、市町村連合会や報道などで収
集した道内町内会に関する最新ニュース、
本会や関係団体からのお知らせなどをお届
けする「町内会ニュース」を発行しています。
　配信をご希望される方は、本会ホームページより下
記手順でご登録ください（無料）。

①北海道町内会連合会のホームページを開く

②トップページの一番左下   をクリック

③�「町内会ニュース登録・変更・解除」のページが表示された
ら、「登録」部分に必要事項を入力し、「確認する」をクリック

④�確認画面が表示されるので、内容を確認した後「送信する」
をクリックすれば登録完了

北海道町内会連合会 検索

町内会・自治会広報コンクール
作品を募集します！

　本会では、地域を身近に感じさせる町
内会の広報紙やホームページなどを募集
する広報コンクールを実施します。

・連合町内会が発行する広報紙
・単位町内会が発行する広報紙
・�連合町内会または単位町内会が運営するホ
ームページ・SNS・メールマガジンなど
　平成30年10月31日㈬

募集作品

応募期限
※�広報コンクールの詳細や応募方法については、募集チラシ
または本会ホームページでご確認ください。

●お問合せ先：北海道町内会連合会事務局（☎011-271-3178）

札幌市が「（仮称）町内会に関する条例」の
素案を発表

　札幌市で検討されている「町内会に関する条例」の
素案が発表されました。
　素案には、町内会、札幌市、事業者、それぞれの役
割（下記要約）などが盛り込まれています。
 町内会の役割
・住民の自発的な加入の促進　・住民へ積極的な情報提供
・運営の透明性の更なる向上　・地域の他団体との連携
 市の責務
・町内会加入促進や町内会設立への支援
・町内会への参加を促す広報、啓発活動
・町内会活性化の施策には町内会の意見を勘案
・町内会への協力依頼は負担が過重にならないよう配慮
・地域コミュニティ活性化の視点に立って職務を遂行
 事業者の役割
・町内会活動への参加や協力
・�不動産事業者等による入居者に対する町内会加入や町
内会設立に資する情報提供

　詳細は、札幌市ホームページに掲載されている素案
の原文をご参照ください。

詐欺のハガキに注意！～北海道警察～
　「消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」など
と書かれた、架空の契約に関する詐欺のハガキが道内
全域に送付されています。このハガキに記載された
番号に電話すると、「訴訟取り消しの和解金」などを
支払うよう指示されます。1,600万
円の被害にあわれた方もおりますの
で、地域の皆さまに注意喚起いただ
きますようお願いします。

今後の会議等の予定
　　８月７日　町内会活動実践者研修会／札幌市
９月19～20日　道東ブロック町内会活動研究大会／根室市
　　10月４日　道北ブロック町内会活動研究大会／豊富町
10月17～18日　道南ブロック町内会活動研究大会／江差町
　　11月２日　道央ブロック町内会活動研究大会／札幌市白石区
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